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京
都
大
学
経
済

学
会
規
則

　第第

（イ）条条

正

ム
ム
員

本
会
を
京
都
大
学
経
済
学
会
と
称
す
る

本
会
は
左
の
会
員
を
も
つ
て
組
織
す
る

回
学
生
会
員

内
賛
助
会
員

⇔
名
誉
会
員

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

　
　
一
、

前

条
の
ほ
か
所
定
の
会
費
を
納
め
て

頒
布
を
受
け
る
個
人
お
よ
び
団
体
は
購
読
会
員
と
す
る

特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
条
に
定
め
ら
れ
た
会
員
以
外

の

者
も
本
会
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

る本
会
の
事
務
所
は
京
都
大
学
経
済
学
部
内
に
置
く

本
会
は
左
の
事
業
を
行
う

機
関
雑
誌
「
経
済
論
叢
」
を
発
行
す
る
こ
と

「
経
済

論
叢
」
は
毎
月
一
回
発
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

別
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
あ
る

「
経
済
学
研
究
叢
書
」
を
発
行
す
る
こ
と

京
都
大
学
経
済
学
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

助
手
お
よ
び
同
学
部
出
身
者

京
都
大
学
経
済
学
部
学
生

本
会
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

京
都
大
学
法
学
部
教
授
、
助
教
援
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
経
済

論
叢
」
の

二
、三

、
毎
月
一
回
学
術
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

四
、
毎
年
一
回
公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
条
　
（
略
）

第
八
条
　
（
略
）

第
九
条
　
会
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
号
は
こ

　
　
　
　
の
限
り
で
は
な
い

第
十
条
　
会
員
は
左
の
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
θ
正
会
員
　
年
額
　
壱
千
円

　
　
⑰
学
生
会
員
　
年
額
　
壱
千
門

　
　
内
賛
助
会
員
　
年
額
　
壱
万
円
以
上

　
　
⇔
購
読
会
員
　
年
額
　
壱
千
円

　
　
　
　

本
会
規
則
の
改
正
変
更
お
よ
び
財
産
の
処
分
は
評
議

第
十
一
条

　
　
　
　

員
会
の
決
議
に
よ
る

京
都
大
学
経
済
学
会

次目刊既

第

九

＋

巻

第
二
号

白
由
主
義
経
済
を
守
る
道
…
：
…
：
：
：

ブ

ル
ッ

ク
・
フ
ァ
ー
ム
：
：
：
：

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却
の

生
成
過
程

（そ
の
三
）

井
上
忠
勝
著
「
ア
メ
リ
カ
経
営
史
』

（
書
評
〉第

九
十
巻
第
三
号

河
上
肇
に
お
け
る
二
種
類
の
真
理
・
・

八

月
一
日
発
行

定
価
　
一
二
〇
門

…
－
　
：
伊
藤
　
　
寛

　
　

－
穂
積
文
雄

…
・
高
寺
貞
男

　r

島

康

雄

九

月
一
日
発
行

定
価
　
　
↓
二
●
円

東
亜
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
ド
ル
終
焉
の
論
川
；

日
本
海
運
業
に
お
け
る
減
価
償
却

の

生
成
過
程
ρ
そ
の
四
）

J
．
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
『
ゆ
た
か
な
…
：
：

社
会
L
　
（
書
評
）

・
・
出
口
勇
蔵

小
野
一
一
郎

－
高
寺
貞
男

－
瀬
地
山
敏

第
九
十
巻
第
四
号

卜
月
↓
n
発
行

定

価
　
　
二
〇
円

ス

ト
レ
ー
チ
ー
の
帝
［
国
主
義
訟
珊
序
説
：
　
：
…
：
・
：
静
田
　

均

ア

ル
フ

ァ

デ
ル
フ
ィ
ヤ
・
ア
ッ
ソ
シ
エ
ー
シ
コ
・
ン
…
穂
積
文
雄

プ
レ
ハ
ー
ノ
ブ
の
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
⇔
・
…
　
：
田
中
真
晴

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
…
…
…
…
：

料
金
゜
形
成
の
一
過
程

：
野
村
秀
和



記
　
　
事

経
　
済
　
学
　
部

○
香
川
大
学
助
教
授
橋
本
　
動
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
九
刀
一
日
付
を
も

　
っ
て
、
本
学
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

○
滋
賀
大
学
教
授
山
本
安
次
郎
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
十
六
日
付
を

　
も
っ
て
、
本
学
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

○
京
都
大
学
大
学
院
学
生
野
村
秀
和
氏
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
付

　
を

も
っ
て
、
本
学
部
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

○
堀

江
保
蔵
教
授
は
日
本
学
術
会
議
の
派
遣
に
よ
り
、
去
る
八
月
二
十
六

　
日
羽
田
空
港
発
渡
仏
、
　
フ
ラ
ン
ス
・
〉
冨
－
o
〒
㊦
叶
○
く
o
ξ
o
に
於
て
開

　
催
の
第
二
回
閤
際
経
済
史
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
後
パ
リ
、
ア
ム
ス
テ

　
ル
ダ
ム
、
ロ
ン
ド
ソ
を
訪
い
、
九
月
二
十
三
日
帰
学
し
た
。

○
岸
本
英
太
郎
教
援
は
、
日
本
学
術
会
議
の
派
遣
に
よ
り
、
昭
和
三
十
七

　
年
九
月
十
六
日
羽
田
空
港
発
渡
欧
、
ス
イ
ス
・
ル
ッ
エ
ル
ン
に
於
て
開

　
催
の
「
経
済
学
及
び
社
会
科
学
会
会
議
」
に
出
席
し
、
そ
の
後
フ
ラ
ン

　
ス

、
ド
イ
ッ
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
い
、
十
月
七
日
帰
学
し
た
。

　
　
　
　

経
　
済
　
学

〇

九
月
月
例
研
究
報
告
会

，記

事

会

　
九
月
二
十
日
（
木
）
午
後
一
↓
四
時
　
　
　
　
第
六
演
習
室

　
　
　
　
　

報
　
　
　
告

　
一
、
ア
ル
フ
ァ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ア
ッ
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
穂
積
文
雄
氏

　
一
、
波
久
と
衝
撃
－
方
法
諭
的
一
考
察
－
　
　
　
永
友
育
雄
氏

〇

＋
月
月
例
研
究
報
告
会

　
十
月
十
八
日
（
木
）
午
後
一
↓
四
時
　
　
　
　
第
六
演
習
室

　
　
　
　
　

報
　
　
　
告

　
一
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
一
動
向
　
　
　
　
　
　
　
降
旗
武
彦
氏

　
一
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
公
益
事
業
会
計

　
　
に
お
け
る
原
価
主
義
拾
頭
の
意
義
　
　
　
　
　
　
野
村
秀
和
氏

田

執

筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

杉

山
　
　
田

野
　
　
木

梅

　
津

競

浩
　
　
之

稔
　
　
郎

和
　
　
郎

京
都
大
学

教
授

京
都

大
学
講
師

長
崎

大

学
助

教
授

大
阪

外
国
語
大
学
講
師

第
九
〇
巻
　
三
七
五
　
　
第
五
号
　
　
七
五



ス

ラ
。
フ
ア
菱
山
．
田
・
訳
　
　
　
　
B
6
二
五
〇
円
閣

経

済

学

に

お

け
る
古
典
と
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斐

M
・
ド
ッ
ブ
　
小
野
一
一
郎
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
B
6
三
〇
〇
円

後
進
国
の
経
済
発
展
と
経
済
機
構
右

木
原
正
雄

再

生

産
と
国
民
経
済
バ

松
井
　
清
編

後

進

国
開
発
理
論

出
日
勇
蔵

京都大学総合経済研究叢書

商三近捺価査経鎌町島黒早近
品三

に》代甫細
よラ日　と成

㌶　価長
　lll本　　　と
商二『　　格
品い 貿；㌧計

卜　　　　　倉

1彗値1漸村藷

合

併

　㌻世

芦
人已

　　二

解

　
　
　

　
。
　
の
経
済
思
想

　
　
リ
ト
ヘ
ト
ド
ト
ヒ

且
研
・
刀
．
ヲ
∂

　
　

と
農
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　

画

　
　
価
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
ー
　
八
〇
円 　

A
5
三
八
〇
円

ラ
ン
ス
論

　
A
5
四
三
〇
円

の

研

究

　
A
5
四
三
〇
円

　
A
5
三
八
〇
円

　
　
　
　

放

　
A
5
三
六
〇
円

　
　
変

貌

　
A
5
三
八
〇
円

　
　

編
成

　
A
5
四
三
〇
門

　
　
理
　
論

　
　
⇔
九
七
〇
円

　

易
　
史

　
B
6
四
二
〇
日

の

生

産

一

二
会
員
、
一
会
費
は
左
記
あ
て
御
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い

……各
位
へ
…
…
い
た
し
ま
す
・

　
一
、
会
費
納
入
先

　
　

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
京
都
大
学
経
済
学
部
内

　
　
　
　
　
　
　
京

都

大

学

経

済
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
会
費
年
額
一
、
○
○
○
円
（
前
納
）

　
一
、
会
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
次
、
就
職
先
を
学
会
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

※

　
会
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

㎜璽
什
韓
己
盟
晶
馴
馴
　
定
価
三
・
円

　
　
　
　
　
　
　
酬
篇
簾
治
良
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
　
村
　
勝
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
発

行

所

　
京

都
大
学
経
済
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
　
　
　
　
　
　
発

売

所

株
式
会
社

有

斐

閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
社
鶴
嬰
醸
垣
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
支
店
　
鯨
縛
市
蛭
京
卑
蹄
白
削



宣
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印
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・
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